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き△PRbに依存せず 1つの曲線上にの りスケー リングが成立していることがわかる｡この
スケー リング関数はAvr8mi【3】によって得られた現象論的な核形成 ･戒長理論に
おける1次元の場合 ('1-EXP 【-T2】)によく一致することがわかった｡同様の結果















川崎 ･長井 らはこれを指数関数的な引力相互作用を持つ 1次元キンク型 ドメインモデルに
よって説明 した 【6】｡しか し我々の実験で平均核サイズの対数的増加が観察される時間






と仮定 )と矛墳する｡これ らの結果を矛盾な く説明するには統｣的な新 しい核成長モデル
が必要であろう｡
図 5は2層秩序相か らの く104)反射を､そのピーク強度と半値幅が一致するように
変推 して重ねたものである｡図 5か ら明らかなように相転移中に構造因子S (q )に大き
な変化はな く､スケー リングが成立 していることがわかる｡スケー リング関数はSqLJa
r･ed Lorentzian t回申実線で示Lしている)に一致するこ･とがわかった｡
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